
日本スポーツ振興センター
学校事故防止セミナー

オンラインワークショップＢ

令和6年1月24日（水） 13：30～15：30

さいたま市立高砂小学校 養護教諭 辻野 智香
（スポーツ振興センター学校等における事故防止調査研究委員）
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１ 事前アンケートを受けて

２ ASUKAモデルより
～傷病者発生時訓練～
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１ 事前アンケートを受けて
「けがをへらしたい」

けがマップとその活用例
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けがによる来室人数
年次推移

年度末と年度初めに教職員に伝えて

いる。

１件の重大な事故の背景には、
２９件の軽微な事故、そして、
ヒヤリハットした３００件の経験
が潜んでいる・・・・・。
（ハインリッヒの法則）

年間通して、学校全体で
意識するようになった。
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＜けがマップの作成＞
救急処置コーナーから見える場所に設置

・シールの色は
けがの種類別

・シールの中に
学年を記入
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色々な情報を月1枚にまとめる工夫

けがの種類別に色を変える シールの中に学年を記入
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＜けがマップの活用＞ 生徒指導部作成指導資料

前月の様子について健康委員が見て
保健室前の廊下に掲示
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＜けがマップの活用＞

けがの予防につい
て、養護教諭が作成
したし資料を使い、
児童健康委員会で
指導

ポスター、
放送での呼びかけ

などの活動を自ら考
え実施。

意識づけして、行動化
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２（１）ASUKAモデルの紹介

平成２３年９月２９日 １６：０４頃

・駅伝大会の課外練習中、
１０００ｍ走の後に倒
れる。

現場で指導していた教員等
は「脈がある」「呼吸があ
る」
ととらえ、心肺蘇生及び
AED装着は行っていない。
※けいれんが認められたが
伝わっていない。
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２（２）教職員の危機管理に関する意識や資質の

向上

（３）教職員間の安全に関する意識の継続

（４）重大事故発生時対応の準備

・教職員研修と、児童への救命教育を毎年実施
・実施する際には前年度の振り返りから実施内容
を検討して立案
・実施後の教職員の振り返りを活用
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＜教職員普通救命講習Ⅰ＞
２（２）教職員の危機管理に関する意識や資質の

向上

２（２）教職員の危機管理に関する意識や資質の向上
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＜傷病者発生時対応訓練＞

アクションカードを確認
しながら・・・。

だれかきてください！

胸骨圧迫を続ける。

※期限付で委員会への実施報告有

２（２）教職員の危機管理に関する意識や資質の向上
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【実施内容】（60分間）
１ ASUKAモデルについて
２ 給食の食物アレル
ギー対応について

３ 管理指導表対象児童
について

４ ASUKAモデル一連の
流れを視聴

５ 対応訓練の実施（8分
間）

６ 訓練の振り返り
７ 校長指導講評

８ 振り返りのまとめ



令和４年度 校内研修「傷病者発生時対応訓練・学校給食における食物アレ
ルギー対応」振り返りのまとめ（抜粋）
役割 ふりかえり 保健室からコメント 管理職からコメント

第
１
発
見
者

アクションカードが
あったけれど焦った。 繰り返しのシミュレーション

訓練の重要性をご理解いただ
きありがとうございます。

毎年、年度当初にシュミレー
ションを実施することが、教職
員が共通理解を図るという意味
で、効果的であると感じました。

子供の命がかかって
いると思うと焦って
しまうが落ちつくこ
とが大事。

とっさに名前が出て
こないかもしれない
と思った。

実際の救急の現場では、意識
を失っている人は顔色も違い
表情も変わるので判別が難し
いことがあるそうです。日頃
から校舎内では名札を付ける
ことを繰り返しご指導ください

緊急時など、多くの教職員が名
前を確認することが必要になる
ため、名札を着用していること
の意味を児童に指導することが
必要になると思います。担任外
であれば、なおさらだと思います。

子どもにＳＯＳカー
ドの周知をすればも
っと安心できる。

学年に応じて、お話しいただ
けるといいです。

高学年だと役割を果たして
くれます。
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クラスの児童から、
担任にＳＯＳカード
を見せて「先生、こ
れを持っていきま
しょうか？」

訓練を生かすことのできた事例
１２：２４ 給食配膳中に突然意識を失って倒れる

意識の確認・呼吸の確認

クラスの子がSOSカードを職員室・保健室へ、他児童の誘導

１２：２６ 管理職到着 養護教諭到着（意識あり）

１２：２８ 救急車要請

１２：３６ 救急隊到着

１２：４３ 教室発

１２：４７ 救急車車内へ

１２：５５ 救急車発
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教室は４階。すぐに応
援が駆けつける。隣の
教室の教師が、クラス
の他の児童を誘導。

実際の場面を経験して・・・・。（担任の感想）
・担任一人では、同時にいくつものことはできない。
（１１９番通報、AED手配、本人の観察・手当、他の児童の誘導、時系列記録、
救急隊の誘導など）人が集まることが重要

・救急車要請し、同乗する際に必要な書類を持参する。この書類がどこにあるのか
確認しておくことが大切だと思った。



①１階の昇降口にAEDの設置場所がわかるよう掲示

（３）重大事故発生時対応の準備
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②保健室入口近くにAEDと緊急時持ち出しセットを設置

ASUKAモデルで示

されている内容に
その他必要と思わ
れるものを加えて
いる。
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②緊急時持ち出しセットの中身
（４.２kg）

マスク・三角巾・ビ
ニール手袋

救急車に同乗する
際の準備セット

止血セット

記録用紙

毛布 血圧計

ティッシュ

レジャーシート
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ア）ＳＯＳカード

③各教室に置いてある掲示物
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③各教室に置いてある掲示物

イ）傷病者発生時の対応 指揮命令チェックシート
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ウ）保健室配置図、救急車の呼び方
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エ） アクションカード



第１発見者１／９

エ）アクションカード

指揮命令者２／９ 119番通報３／９
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管理職 ４／９

エ）アクションカード

記録５／９ 周囲の児童の
誘導６／９
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保護者への
連絡７／９

エ） アクションカード

救急車に同乗する
準備 ８／９

救急車の誘導 ９／９
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日本スポーツ振興センター学校事故防止セミナーオンラインワークショップＢ

・傷病者発生時対応訓練はおすすめです。

最初から上手にできることはないです。

エラーから学び、本番に備える気持ちを持つことが

大事です。

・事故等に備えた環境整備は、とても大切です。
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